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令和７年度　二十歳のつどい開催！
　８月１５日、令和７年度二十歳のつどいを六日市基幹集落センターにて開催しました。当町では、これ

まで「成人式」の名称により開催してきましたが、成人年齢の引き下げから一定期間が経過し、「成人＝

１８歳」という印象が定着したと考えられることから、今回から「二十歳のつどい」に改めることとしま

した。今年度は２５名が出席されました。

　式典では岩本町長と来賓代表として安永町議会議長それぞれからお祝いの言葉が贈られました。お二人

からの激励の言葉ののち、出席者を代表して石田優大さんが謝辞を述べられました。

 謝辞文一部抜粋

本日は私たちのためにこのような盛大な式典を開催していただきありがと

うございます。

二十年間の歩みを振り返ると、私たちは常に多くの方々に支えられてきま

した。今でも皆様からの支えが私の原動力になっています。

次は私が吉賀町に少しでも恩返しできるよう、一大人として経験を積んで

まいります。私たちは二十歳となり人生の大きな節目を迎えましたが、ま

だまだ未熟であるため、今後ともご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いい

たします。

　式典後の記念行事では、出席者の小中学生時代の懐かしい思い出を振り返り、二十歳の決意を皆で共有

し合う催しを行いました。出席者の皆さんは、友との再会のひとときを楽しんでおられました。

　９月末日まで六日市基幹集落センターに出席者の「二十歳の決意」を掲示しております。

ふるさと吉賀町から、二十歳を迎えられた皆様のご活躍をお祈りしております。
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マツダスタジアムで吉賀町のＰＲをしました

　８月２２日（金）広島市のマツダスタジアムで、今年度から加入した広島広域都市圏が主催する「地産

地消ＰＲ事業」が開催され、吉賀町も参加しました。

　当日は、広島県や島根県から自治体・事業者が集まり、１０ブースにてジビエの焼き鳥やイチゴのアイ

スクリームなど、それぞれ自慢の特産品が出品され、多くのお客様でにぎわいました。吉賀町からはミニ

トマトやワサビ漬け、町産のお米を使った加工品等を販売し、たくさんのお客様にお買い求めいただきま

した。

トピックス
話題・できごと

今回初めての参加となりましたが、吉賀町の魅力を知っていただくよい機会となりました。

アンテナショップで夜市を開催しました

　８月３０日（土）アンテナショップで久しぶりの夜市を開催し、大勢の方にお越しいただきました。会

場は終始あたたかな雰囲気に包まれ、にぎやかなひとときとなりました。

　会場には、お子様連れのご家族をはじめ、幅広い世代の皆さんが集まり、屋台を囲んで笑顔あふれる時

間が広がりました。香ばしく焼き上げたアユの塩焼きや、ここでしか味わえないアユバーガー、夏にぴっ

たりのかき氷、子供たちに大人気のヨーヨー釣り、スパイスの効いた有機野菜カレー等バラエティ豊かな

メニューが並び、大盛況でした。

　子供たちの楽しいそうな声、大人の方々のくつろいだ笑顔があふれ、夏の終わりにふさわしい、活気あ

ふれる夜市となり、地域の皆さんと心温まるひとときを共有することができました。
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トピックス
話題・できごと

特別職報酬等審議会から答申

　８月６日、吉賀町特別職報酬等審議会（委員７人）の竹中和

博会長から岩本町長へ答申書が提出されました。この答申は、

６月４日、町長から諮問された常勤特別職の給与の額及び町議

会議員、非常勤特別職の報酬の額等について、５回の審議会を

経てまとめられたものです。答申内容は、町ホームページに掲

載しておりますのでご覧ください。

公用車の売却

売却する公用車

　【メーカー・車種】ダイハツ・ハイゼットカーゴ

　【種　　別　　等】軽自動車　貨物　自家用　ＡＴ車

　【初年度登録年月】平成２３年７月

　【車 検 満 了 日】令和７年１０月２４日

　【走　行　距　離】１３１，１２４ｋｍ（令和７年８月２９日現在）

　【車 両 の 状 態】車体に傷あり、テープ貼付跡あり、メーターガラスひびあり

　【備　　　　　考】スタッドレスタイヤ１式が付属します。

売却の方法

　【入札の方式】一般競争入札（各種税の滞納が無ければ、どなたでも入札可能）

　【入札の方法】指定する様式にて郵送（書留郵便）若しくは、役場税務住民課に直接提出

　【車両の下見】令和７年１０月２２日（水）までの間の平日　※事前に電話連絡をお願いします

　　　　　　　 各日ともに午前９時～午前１１時及び午後２時～午後４時の時間中

問合せ先

　税務住民課　☎７７－１１１３

　詳しくは、吉賀町ホームページをご覧ください。
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 国民スポーツ大会 (成年テニス )滋賀大会出場決定

　８月１～２日、鳥取市において国民スポーツ大会 ( 成年テニス ) 中国ブロック大会が開催されまし

た。男子には岩本晋之介さん ( 六日市中卒、関西大学４年 )、女子には加藤那菜さん ( 吉賀高校卒、

園田学園大学１年 ) が島根県代表選手として出場しました。中国５県の総当たりで対戦があり、男子

は昨年に続き優勝しました。女子は岡山県に敗れましたが２位になり、男女とも滋賀本大会の出場が

決定しました。

昨年の佐賀大会で男子は５位という成績を残しましたが今年は優勝を目指します。

女子も入賞を目指します。本大会は９月２９日から滋賀県大津市で開催されます。

トピックス
話題・できごと

 インカレ優勝　日本一に

　大学日本一を決める全日本学生テニス選手権（インカレ）が８月２１日から四日市テニスセンター

で開催されました。男子シングルスに岩本晋之介さん（六日市中卒、関西大４）が本戦第４シードと

して出場しました。

　初戦からセットを落とすことなく勝ち上がり、準決勝では第 1シードの選手（ユニバ日本代表選手）

を倒し、決勝では第２シードの選手（ユニバ日本代表選手）にストレートで勝ち、大学最後のインカ

レで優勝することができビックタイトルを獲得しました。３歳から吉賀町でテニスを始め今回日本一

になることができ、育った吉賀町のテニスクラブでも初の日本一を輩出することができました。昨年

はベスト４で悔しい想いから１年間インカレ優勝を目指してやってきたことが実を結びました。

　ダブルスは準優勝で夢の単複制覇は残念ながらかないませんでした。女子では加藤那菜さん（吉賀

高卒、園田学園大 1）はダブルスでインカレ初出場しベスト３２でした。

９月２９日からは滋賀県で国民スポーツ大会（国体）に出場します。

引き続き応援よろしくお願いいたします。
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トピックス
話題・できごと

 全国小学生テニス選手権　ベスト８

　８月５日から全国小学生テニス選手権大会が東京都で開催されました。

　中国大会を優勝した河口依鈴さん（六日市小６）が２年連続で出場しました。河口さんは第４シー

ドで女子シングルスを戦いました。１回戦は緊張しましたが６－４、６－４で勝利。２回戦は６－３、

６－３で勝利。３回戦は６－０、６－７で２セット目を奪われファイナルセットになり相手のマッチ

ポイントを何度も攻めて防ぎ接戦をものにし勝利しベスト８になりました。次の準々決勝では相手の

ディフェンス的なプレーにかわされ敗退、ベスト４に入ることができませんでした。

しかしながら全国でベスト８は立派です。

次の全国大会は全日本ジュニアテニス選手権大会（東京）です。

 全日本ジュニアテニス選手権　銅メダル（３位）

　８月２５日から全日本ジュニアテニス選手権大会が東京都有明テニス森公園で開催されました。

　中国大会を優勝した河口依鈴さん（六日市小６）が出場しました。１回戦は緊張して４－６で落と

しましたがその後６－０、６－３で逆転勝利。２回戦は６－３、６－３で勝利。３回戦は全国小学生

テニス選手権で優勝した選手に６－４、４－６、６－１で勝利してベスト４に入りました。準決勝は

第２シードの選手に１セット目をタイブレークで落とし６－７、１－６で惜敗しました。しかしなが

ら全国でベスト４（３位）は立派です。

　また、Ｕ１４女子シングルスでは河口菜々美さん（六日市中２）が出場し、３回戦までいき敗退し

ベスト１６で終えました。

今後も吉賀町からでも全国で上位になれるようにがんばっていきます。
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 全国高等学校総合文化祭・文部科学大臣杯全国高等学校囲碁選手権大会出場

町内出身で益田高等学校２年の大庭千怜さんが、７月２５日から２７日に香川県で開催された、第

４９回全国高等総合文化祭、８月４日～６日に東京都で開催された、第４９回文部科学大臣杯全国高

等学校囲碁選手権大会に出場されました。

トピックス
話題・できごと

 吉賀町サッカー連盟主催　盆サッカー大会　開催

　８月１５日（金）吉賀町民六日市体育館にてお盆恒例の「盆サッカー大会」が吉賀町サッカー連盟

主催で開催され、地元の方や帰省された方など、幅広い世代の約５０名が参加しました。

　子どもから大人まで一緒になってボールを追いかけ、体育館にはたくさんの笑顔と歓声があふれま

した。久しぶりに再会した仲間やたくさんのサッカー愛好者の交流があり、世代を超えて地域のつな

がりを深めるひとときとなりました。

参加してくださった皆さん、ご協力いただいた皆さん、本当にありがとうございました。

また、来年も一緒に盛り上がりましょう！

大庭さんは六日市中学校のご出身で、大会団体戦では

他校生と一緒になって対局し、島根県選手団の一員と

して役目を果たそうと尽力され、個人戦では、惜しく

も一次リーグ敗退という結果となりましたが、部員同

士で励まし合い、気持ちを切り替えて次の試合に向か

う姿が見られました。

「今後、一層の棋力向上を図っていきたい」と熱い決

意の言葉をいただきました。

大庭さんの今後益々のご活躍をお祈りします。
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吉賀町地域おこし協力隊
　吉賀町にある魅力的な素材を活かして、自ら設定したテーマにより地域のために活動している（提案型）

　地域おこし協力隊員を紹介します。

　　　　　　　
藤
ふじた

田　翔
しょう

さん　～令和７年２月１日から活動中～

　■ 活動内容

　　　陶芸をやっております。地元で採れる自然の原料を使った器作りを目指しております。現在は活動

　　　拠点の整備や、町内での材料の調達と試験を粛々と進めております。いずれは、器作りの体験会の

　　　開催など、町民の皆様にもの作りや芸術を身近に感じてもらえるような活動をしていきます。

　■ 吉賀町に来た経緯

　　　以前働いていた焼き物の製造会社から独立して、個人で焼き物をやっていく場所を探していた時に

　　　吉賀町を訪れました。吉賀町は、陶芸をする上でも、生活をしていく上でも、自分が求めていたよ

　　　うな自然にあふれていました。さらに、吉賀町には李郎子という陶芸の大先輩がいた歴史があるこ

　　　とも知りました。そうした自然環境に惹かれ、李郎子という存在に運命を感じ、吉賀町に居を構え

　　　たいと思うようになりました。

　■ 今後の目標

　　　吉賀町で採れる材料で作った器の販売やそれを実際に使ってもらうことを通して、町内の方々には

　　　吉賀町の自然の新しい一面を感じてもらい、町外の方々には吉賀町のことをより知ってもらえるよ

　　　うになったらいいなと思っております。また、陶芸体験などから、もの作りの楽しさを感じてもら

　　　えたらと思います。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

　地域おこし協力隊とは・・・

　　都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、地域おこし支援や地域協力活動を行いな

　　がら、その地域への定住・定着を図る取組です。隊員は自治体の委嘱をうけ、任期は概ね１年以上３

　　年以下です。
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柿木地域⇒ビ・容

水 木 金 土
１　はとのゆ休館日 ２

松ヶ丘病院通院バス運行日

３ ４

８　はとのゆ休館日

　　 ゆらら休館日

吉賀町長選挙及び吉賀町議

会議員一般選挙立候補予定

者説明会

９

手話通訳者設置日

１０

骨折・転倒予防教室

行政相談所等開設日

１１

１５　はとのゆ休館日

吉賀町長選挙及び吉賀町議

会議員一般選挙（期日前投

票）

１６

松ヶ丘病院通院バス運行日

障がい者就労相談

吉賀町長選挙及び吉賀町議

会議員一般選挙（期日前投

票）

１７

特設人権相談所

吉賀町長選挙及び吉賀町議

会議員一般選挙（期日前投

票）

１８

吉賀町長選挙及び吉賀町議

会議員一般選挙（期日前投

票）

２２　はとのゆ休館日

きらきら広場

断酒会鹿足例会

２３

手話通訳者設置日

２４

からだ爽快教室

２５

２９　はとのゆ休館日 ３０

松ヶ丘病院通院バス運行日

３１

可燃ごみ収集日

◆週２回（柿木地域）地区⇒月・金　　　　　　　　　◆週２回（蔵木・六日市）地区⇒月・木

◆週２回（朝倉・七日市）地区⇒火・金　　　　　　　◆月１回地区⇒第４週の月

◆週１回（蓼野・朝倉【奥仲、野田、樋ノ口】）⇒火　 ◆週１回（星坂）⇒木

ごみの種類
資：資源ごみ　　カ：カン類　　容：容器プラスチック　　商：商品プラスチック

有：有害ごみ　　ビ：ビン　　　陶：陶器類　　　　　　　粗：粗大ごみ

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容朝倉・七日市

　　　　⇒ビ・有・商
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納期限のお知らせ

〈納付書払いの方〉

１０月３１日（金）

〈口座振替の方〉

１０月２８日（火）

〈10 月納付対象科目〉

個人県民税等（３期）

下水道使用料

　　　　　（７・８月分）

集落排水処理施設使用料

　　　　　（７・８月分）

吉賀町役場

電　話　７７－１１１１

ＦＡＸ　７７－１８９１

吉賀町役場柿木庁舎

電　話　７９－２２１１

ＦＡＸ　７９－２３４４

吉賀町教育委員会

電　話　７７－１２８５

ＦＡＸ　７７－００４０

火事救急は１１９番

事件事故は１１０番

日 月 火

５ ６

松ヶ丘病院通院バス運行日

７

ストレッチ教室

１２ １３　スポーツの日 １４

ストレッチ教室

妊婦・乳幼児健康相談

吉賀町長選挙及び吉賀町議

会議員一般選挙（告示日・

立候補受付）

１９

吉賀町長選挙及び吉賀町議

会議員一般選挙（投・開票

日）

２０

松ヶ丘病院通院バス運行日

２１　秋分の日

ストレッチ教室

ひきこもり相談

２６ ２７

こころの相談

２８

妊婦・乳幼児健康相談

乳児健診

２０２５年（令和７年）

　　１０月　町民カレンダー

蔵木・六日市⇒粗・容

蔵木・六日市⇒ビ・有・商

蔵木・六日市⇒カ・容

蔵木・六日市⇒資

朝倉・七日市⇒粗・容柿木地域⇒ビ・容

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

河津・金山谷

　　　　⇒粗・容・ビ

　　　　　有・カ・商
朝倉・七日市⇒カ・容
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冬季大腸がん検診の予約受付中です

　吉賀町では、大腸がんで亡くなられる方の割合が、国や県と比べて高い状態が続いており、大きな健康

課題の一つとなっています（グラフ参照）。がんは、早期発見できれば、高い確率で治るようになってき

ました。早期発見のためには、定期的ながん検診の受診が大切です。現在、冬季に実施予定の「大腸がん

検診」の予約受付を行っています。今年度受診されていない方は、ぜひお申し込みください。

　　【対 象 者】４０歳以上の町民（年度内に大腸がん検診を受診済みの方、受診予定の方は除く）

　　【検査方法】便潜血検査（２日法）

　　【実施時期】１１月下旬～１２月初旬の予定

　　※日程決定後、申込者への個別通知等によりお知らせします。

　　【料　　金】無料

　　【申込方法】保健福祉課（☎７７―１１６５）へお電話ください。

　　【申込期限】１０月３１日（金）

感染症の予防について

１．マダニ感染症の予防についてのお知らせ 

　　春から秋にかけては、マダニの活動が盛んになり、刺される危険性が高まります。 

　　益田保健所管内において、今年度４月から８月までにダニ媒介感染症の発生が１３例ありました。

　　これまでの同時期に比べて最も多い発生状況です。 

　　マダニに刺されないようにするために草むらや藪など、マダニが多く生息する場所に入る場合には、

　　長袖・長ズボンで、シャツの裾はズボンの中に入れ、ズボンの裾は靴下や長靴の中に入れると効果的

　　です。また、足を完全に覆う靴や帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻く等、肌の露出を少なくする

　　ことが大事です。 服は、明るい色のものを着用するとマダニを目視で確認しやすくなるためお薦め

　　です。 虫除け剤の中には服の上から用いるタイプがあり、補助的な効果があると言われています。

　　また、屋外活動後は入浴し、マダニに刺されていないか確認しましょう。特に、わきの下、足の付け

　　根、手首、膝の裏、胸の下、髪の毛の中などがポイントです。 

　　マダニに刺された場合、 マダニ類の多くは、ヒトや動物に取り付くと、皮膚にしっかりと口器を突き

　　刺し、数日から、長いものは１０日間以上吸血しますが、刺されたことに気がつかない場合も多いと

　　言われています。吸血中のマダニに気が付いた際、無理に引き抜こうとするとマダニの一部が皮膚内

　　に残って化膿したり、マダニの体液を逆流させてしまったりするおそれがあるので、医療機関で処置

　　をしてもらってください。また、マダニに刺された後、数週間程度は体調の変化に注意をし、発熱等

　　の症状が認められた場合は医療機関で診察を受けて下さい。

２．基本的な感染症対策の実施について

　　これからの時期、インフルエンザや新型コロナウイルス感染症などの流行に備え、感染予防のための

　　対策が重要となります。手洗いや換気、場面に応じたマスクの着用など、基本的な感染対策を心がけ

　　ましょう。

　　特に、ご高齢の方や持病をお持ちの方は、感染すると重症化しやすい傾向があります。帰省などでご

　　高齢の方と会う場合や大人数で集まる場合は、感染予防を心掛け、体調を整えるようにしましょう。

保健だより
健康・食育・予防
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保健だより
健康・食育・予防

伝えたい　ふるさとの味

　食生活改善推進協議会の活動の一つに地域の食文化を継承し、次の世代へ伝えていくことも一つの活動

としています。

　吉賀町内では９月中旬以降～１０月にかけて秋祭りがあります。神楽もお祭りに欠かせませんが、ほか

にも祭りに欠かせないふるさとの味といえば…皆さん何が浮かんできますか？この地域で祭りに欠かせな

い料理といったら、「角寿司」に「煮ごみ」ではないでしょうか。今回は「煮ごみ」のレシピをご紹介します。

 いい伝え

家の畑で作った野菜を集めて、いろいろな味を出して楽しむことから、以前は各家庭でよく作られて

いました ｡ 最近ではこれに牛肉を加えて普段の煮しめと一味違ったご馳走料理として、お祭りの時な

どに作られます ｡ この料理の名前の由来は、お祭の料理に余ったものを寄せ集めて煮こんだのが始ま

りとも言われています ｡

材料 分量 作り方

里芋

牛肉

干ししいたけ

ごぼう

人参

こんにゃく

ゆで竹の子

いんげん

れんこん

だし汁

しょうゆ

みりん

酒

砂糖

２４０ｇ

１４０ｇ

　１２ｇ

　４０ｇ

　３０ｇ

１２０ｇ

　６０ｇ

　２０ｇ

　４０ｇ

具材に応じて量を調整して入れる

　３６ｇ（大さじ２）

　２０ｇ（大さじ１強）

　　８ｇ（大さじ０．５）

　１２ｇ（大さじ１．３）

①こんにゃくは一口大に切り、ゆでる。

②しいたけはぬるま湯でもどし一口大に切る。

③いんげんは塩ゆでしておき盛り付けに使う。

④残りの野菜と牛肉も一口大に切る。

⑤インゲンを除いた材料を弱火で煮込み、

　調味料で味付けする。

＜アドバイス・こつ＞

　里芋はさつまいもやじゃがいもに比べてビタミン類が少ないが、カリウムは多く含まれる ｡この季節の

　煮物には里芋は欠かせませんが ､煮ごみには牛肉がたっぷり使ってあるので、主菜にもなる料理です ｡
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☆☆☆吉賀町上下水道コラム☆☆☆

下水道・浄化槽の使用とお手入れについて

ご家庭で使用した油をそのまま流していませんか？

　ご家庭で使用した油はそのまま排水しないでください。流してしまうと排水管の中で油が固まり、排水

　管が詰まる原因になります。排水管が詰まり、その状態が続くと宅内の排水管から汚水が噴出する場合

　があります。

　少量の油であれば新聞紙等で拭き取ってから可燃ゴミに出し、大量の油なら油処理剤で固めてから可燃

　ゴミに出してください！

　浄化槽を使用しているご家庭では油の他にも、多量の洗剤や漂白剤、お米のとぎ汁等も浄化槽内の微生

　物に負担を与えてしまいます。台所から排水する時には少なくなるようご協力をお願いいします。

定期的な点検をお願いいたします

　ご家庭に設置している排水管の枡を開けて点検をしてみてはいかがですか？

　普段見ない分、いつの間にか汚れや固形化した油がある場合があります。

この隙間にマイナスドライバーを

差し込めば開けることができます。

下水道の正しい利用について

　下水道区域にはマンホールポンプが設置されています。タオル、下着、おむつ、野菜クズ等の固形物を

　流すとこのポンプが詰まり、故障してしまいます。過去には柿の種がポンプに挟まったために汚水を吸

　い上げないことがありました。その他に下着やタオルが詰まることもありました。

　このようにポンプの不具合が発生した場合には、ポンプを引き上げて点検・清掃をしており、１回につ

　き最低５万円弱の経費がかかり、ポンプが壊れた場合には１００万円前後ほどの経費がかかります。さ

　らに、ポンプが汚水を吸えない状態が続くと、マンホールなどから汚水があふれる可能性もあります。

　このようなことを起こさないために、適切なご利用を心がけるようお願いいたします。

　もし、排水管が完全に詰まっていた場合（排水管の中で生活排水が溜まっていた場合）には下記にお問

　い合わせください。

　　・吉賀町役場建設水道課

　　・町内指定工事店

　　・浄化槽管理委託業者
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況８月≫

●貸出総数　１６５０冊

●貸出人数　　５４３人

●来館者数　　４９５人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

※地域の公民館に図書返却ポストを置いています。

【親子読書の会とＤＶＤ上映会】

　８月２４日、幼いお子様がいらっしゃるご家庭に向けて、親子読書の会を開催しました。

　今回は、読書のアドバイザーとして三浦知子さん（木部谷）から本の魅力のおはなしをしていただき、

　続いてＤＶＤ「はらぺこあおむし」と「ごちゃまぜカメレオン」を鑑賞しました。数家族の方が参加さ

　れ、三浦さんから文字をキーワードに楽しいお話を聞かせていただき、子どもさんも興味深く聞き入っ

　ていました。その後、図書館の絵本バックの紹介を聞くなどゆっくりと過ごされました。

【セカンド・ブック・フェアーのお知らせ】

　１０月１８日（土）～１０月３０日（木）まで、恒例のセカンド・ブック・フェアーを開催します。

　今年３月号までの昨年度分の雑誌やご寄贈いただいた本などを並べた古本市があります。また、会場に

　は町内の保育所園児の皆さんが描いた感想画展もいたします。

　毎年、約１００点もの作品が並びます。どうぞご来館下さい。

吉賀町立図書館

柿木公民館

毎年１０月２７日から１１月９日までの２週間、読書を推進するためのイベントなどが行われる読書週間

です。１９４７年「読書の力によって平和な文化国家を創ろう」という目的のもと始まりました。図書館

や書店を訪れて、新しい本との出会いを楽しむ、お気に入りの本について友人と語り合う、普段読まない

ジャンルの本を読むなど挑戦してみてはいかがでしょうか。読書週間は、本に親しみ読書の楽しさを再発

見する良い機会です。ぜひ、この期間に読書を楽しんでみませんか。

【今月の本の紹介】

スマホ断食　　　　　　　藤原　智美　　　　　　　　スタイル・ノート　　　槇村　さとる

お経の意味がわかる本　　服部　祖承　　　　　　　　一冊でわかる北欧史　　村井　誠人

はじめてのふろしき　　　久保村　正高　　　　　　　山里の生活実験　　　　丸山　啓史　

モザイク　　　　　　　　田口　ランディ　　　　　　アルペジオ　　　　　　新津　きよみ

よむよむかたる　　　　　朝倉　かすみ　　　　　　　天地雷動　　　　　　　伊東　潤

星の旅人　　　　　　　　小前　亮　　　　　　　　　橋の大解剖　　　　　　五十畑　弘

くりぃむパン　　　　　　濱野　京子

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

【お願い】

　古本市への本のご寄贈を募集しています。

　百科事典や文学全集、雑誌はお断りしていますが、

　文庫本などはお受けしています。

　どうぞ宜しくお願いいたします。

＜写真は、昨年度の様子です。＞
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【お詫び】

前号 (９月号 )に掲載の「セロ弾きのゴーシュ」公演の前売り料金の表示に誤りがございました。

（正）　一般 (前売り )３，０００円
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«
寄
稿
»

じ
じ
ば
ば
集
ま
っ
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

同
窓
会
や
り
ま
し
た
。
75
才
の
節
目
と

し
て
近
所
の
友
に
声
を
掛
け
て
17
名
集
ま

り
ま
し
た
。

　

あ
る
、
欠
席
す
る
と
言
っ
た
友
の
声
…

「
ど
う
せ
、
話
と
い
っ
た
ら
病
気
の
こ
と

か
、
薬
の
こ
と
だ
ろ
う
」、
そ
ん
な
こ
と

だ
ろ
う
か
ら
行
か
な
い
、
と
言
う
事
で
し

た
。

　

予
想
と
は
裏
腹
に
病
気
も
薬
も
話
題
に

昇
ら
ず
、
学
校
で
の
悪
戯
の
こ
と
が
大
半

で
、
そ
れ
を
事
細
か
く
再
現
ビ
デ
オ
の
如

く
覚
え
て
い
る
者
も
い
て
…
「
本
当
か
な

～
と
」
と
半
信
半
疑
で
聞
い
て
、
ち
ゃ
か

し
た
り
、
尾
鰭
を
付
け
た
り
と
、
盛
り
上

が
る
こ
と
頻
り
で
大
騒
ぎ
！

　

一
説
に
よ
れ
ば
人
の
記
憶
の
「
引
き
出

し
」
は
決
っ
て
い
て
「
引
き
出
し
」
が
一

杯
に
な
れ
ば
そ
れ
以
上
は
記
憶
す
る
事
が

出
来
な
い
そ
う
で
す
。
引
き
出
し
に
入
っ

て
い
る
古
い
話
は
い
く
ら
で
も
取
り
出
し

て
こ
れ
る
の
で
す
が
、
引
き
出
し
に
入
っ

て
い
な
い
昨
日
と
か
三
日
前
の
こ
と
は
忘

れ
て
い
る
と
相
成
る
訳
で
す
。
同
窓
会
の

一
場
面
も
…
こ
う
言
う
こ
と
の
様
で
す
。

　

み
ん
な
の
様
に
覚
え
て
い
な
い
私
に

と
っ
て
は
「
よ
～
思
い
出
せ
る
な
ぁ
～
」

と
感
心
す
る
や
ら
、
驚
く
や
ら
で
、
手
に

し
た
ビ
ー
ル
を
一
気
飲
み
！

　

兎
に
角
、
古
い
事
は
覚
え
て
る
、
昨
日

の
夕
飯
の
事
は
忘
れ
て
る
、
年
々
こ
の
症

状
は
ひ
ど
く
な
り
、
次
第
に
親
の
顔
も
子

ど
も
の
事
も
解
ら
な
く
な
る
…
殆
ん
ど
の

人
が
迎
え
る
老
齢
期
の
姿
で
は
無
か
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

　

会
の
冒
頭
で
世
話
人
代
表
が
「
こ
れ
が

最
後
の
同
窓
会
で
す
！
」
と
言
っ
た
も
の

だ
か
ら
、皆
ん
な
は
大
ブ
ー
イ
ン
グ
…
「
次

も
や
る
ぞ
！
、
や
ろ
う
よ
」
の
声
の
大
合

唱
！

　

そ
う
で
す
、
人
数
は
少
な
く
な
っ
て
も

集
ま
ろ
う
と
言
う
意
識
こ
そ
が
大
切
で

す
。
大
事
で
す
。
皆
さ
ん
も
同
窓
会
や
っ

て
下
さ
い
、
楽
し
い
で
す
よ
！
。

　

«
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»

郷
里
回
想
録
二
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

お
盆
は
先
祖
の
御
供
養
に
郷
里
に
帰
省

の
お
方
が
多
く
從
っ
て
ふ
る
里
の
幼
な
旧

友
に
出
逢
ふ
機
会
も
間
々
あ
る
。
是
が
此

の
度
突
然
に
訪
れ
た
。
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さ
ん
も
そ
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と
見
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横
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に
古
の
時
分
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面
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鮮
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っ
て
い
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。

　

何
と
な
く
互
に
声
を
掛
け
合
ふ
と
「
そ

う
で
す
私
で
す
」
と
返
事
が
返
る
。
数
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見
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あ
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し
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え
り
再
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現
し
あ
ふ
。

　

あ
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い
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。
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是
も
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。
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つ
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ッ
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含
み
開
く
。
是
の
姿
を
戦
時
中
用
語
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「
わ
あ
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ッ
、
落
下
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隊
」
等
と

云
っ
て
遊
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や
、
お
盆
そ
こ
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の

墓
碑
前
に
供
え
た
供
養
生
菓
子
を
ち
ょ
っ

と
ば
か
り
食
べ
た
事
等
お
話
は
語
り
尽
せ

無
き
郷
愁
の
想
い
出
は
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切
っ
た
様
相

に
て
相
通
ず
る
も
話
は
至
っ
て
尽
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無
い

中
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あ
っ
た
。
互
い
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年
齢
を
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ね
近

況
話
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に
も
若
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れ
も
す
。
し
か
し
、

其
さ
ん
の
教
養
の
高
さ
、
深
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に
は
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か

驚
嘆
の
色
は
か
く
せ
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し
て
、
そ
の
卓
越

の
話
術
と
合
い
ま
っ
て
薄
暮
の
如
く
つ
つ

ま
れ
た
。
そ
し
て
其
さ
ん
曰
く
、
故
郷
は

遠
く
に
い
て
も
常
に
脳
理
に
有
り
想
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
い
ざ
見
参
現
況
は
随
分

変
貌
家
屋
も
古
く
、
廃
墟
も
有
り
里
の
方

も
減
少
、
若
干
の
さ
み
し
さ
も
直
咸
す
る

も
寄
せ
く
る
加
齢
と
共
に
是
が
訪
郷
も
最

後
と
語
り
、
元
風
景
を
と
数
枚
の
写
真
に

治
め
、
し
か
し
、
又
の
再
会
と
互
い
の
健

勝
を
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念
し
つ
つ
惜
別
の
念
と
し
た
猛
暑

落
日
の
夕
こ
く
の
事
で
あ
っ
た
。
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は
友
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵

八
月
や
被
爆
樹
木
の
声
を
聴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

目
薬
の
鼻
に
廻
る
や
夕
暑
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

古
希
の
日
の
Ｖ
字
バ
ラ
ン
ス
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

赤
蜻
蛉
母
奥
都
城
に
入
り
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

蝉
し
ぐ
れ
あ
は
い
の
声
に
耳
す
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

直
子

夏
が
れ
や
歩
く
人
な
き
駅
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

炎
帝
や
暫
し
お
休
み
取
り
給
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

湧
き
水
に
ヒ
メ
バ
イ
カ
モ
や
一
本
杉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

秋
日
和
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
昼
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

薫
香
を
焚
く
あ
た
り
よ
り
秋
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　«
川
柳
»

コ
ウ
ノ
ト
リ
よ
く
ぞ
吉
賀
へ
避
暑
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

熱
帯
夜
は
体
ゴ
ロ
ゴ
ロ
朝
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅
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«
俳
句
»

雨
上
が
り
涼
し
く
な
り
て
蝉
が
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

よ
く
笑
う
私
を
見
て
は
友
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵

八
月
や
被
爆
樹
木
の
声
を
聴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

目
薬
の
鼻
に
廻
る
や
夕
暑
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

古
希
の
日
の
Ｖ
字
バ
ラ
ン
ス
夏
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

赤
蜻
蛉
母
奥
都
城
に
入
り
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

蝉
し
ぐ
れ
あ
は
い
の
声
に
耳
す
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

直
子

夏
が
れ
や
歩
く
人
な
き
駅
通
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

炎
帝
や
暫
し
お
休
み
取
り
給
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

湧
き
水
に
ヒ
メ
バ
イ
カ
モ
や
一
本
杉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

秋
日
和
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
昼
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

薫
香
を
焚
く
あ
た
り
よ
り
秋
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　«
川
柳
»

コ
ウ
ノ
ト
リ
よ
く
ぞ
吉
賀
へ
避
暑
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

熱
帯
夜
は
体
ゴ
ロ
ゴ
ロ
朝
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

        

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
500
字
以
内
と
し
、
超
え
る
も
の
は
掲
載
を
見
送
り
ま
す
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
、
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な

　

い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 7年 8月 31 日現在）
 人　口　5,451 人　 (-14)
 　男　　2,621 人　 （-10）
　 女　　2,830 人　 （- 4）
 世帯数　2,905 世帯（- 5）

台
風
の
被
害
も
な
く
て
我
が
里
は

　

植
え
た
る
稲
も
ゆ
た
か
に
実
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵

ぽ
つ
ぽ
つ
と
落
ち
る
点
滴
か
ら
元
気
貰
い

　

残
り
の
人
生
楽
し
み
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

や
せ
細
り
こ
わ
れ
そ
う
な
る
腕
を
と
り

　

脈
の
鼓
動
と
寝
息
聞
く
日
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

わ
が
人
生
線
香
花
火
に
た
と
へ
れ
ば

　

終
末
期
指
す
散
り
菊
と
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

ネ
ッ
ク
レ
ス
有
る
だ
け
付
け
て
旅
行
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

カ
ジ
カ
の
音
静
か
に
乗
っ
た
時
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

腕
時
計
暑
さ
に
負
け
て
か
一
休
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

平
和
へ
の
道
の
り
遠
く
八
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

こ
の
暑
さ
何
も
で
き
ず
に
日
が
過
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

前
向
き
に
生
き
て
余
生
に
立
ち
向
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

雨
模
様
嬉
し
鳴
き
す
る
雨
が
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

マ
マ
描
い
た
頭
に
二
本
ツ
ノ
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

人
間
が
苦
し
む
戦
争
何
故
止
め
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

ビ
ー
ル
豆
う
た
た
寝
平
和
な
れ
ば
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

　

«
短
歌
»

と
な
り
人
西
瓜
半
分
抱
え
く
る

　

真
盛
り
の
夏
に
笑
顔
は
じ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

お
し
ゃ
べ
り
も
失
言
さ
え
も
許
さ
れ
る

　

地
区
の
笑
顔
の
い
ち
ょ
う
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

あ
ふ
こ
と
の
妙
へ
て
久
し
く
な
り
ぬ
れ
ば

　

昔
の
こ
と
ぞ
思
わ
ざ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
｟
８
月
届
出
｠

　

石
橋　

敏
治　
　

さ
ん　

96
歳　
　

大
野
原

　

永
安　

亀
子　
　

さ
ん　

101
歳　
　

大
野
原

　

村
上　

博
美　
　

さ
ん　

81
歳　
　

白
谷

　

光
長　

智
美　
　

さ
ん　

36
歳　
　

注
連
川

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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